
人工呼吸 2000年10月 185 

D-30 呼吸シミュレータによる PAV(PPS)の作動状態
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PAV (Proportional Assist Ventilation) 
は患者吸気に発生する呼吸筋の張力に比例

して陽圧補助を行う o 非侵襲的陽圧換気

(NPPV)をはじめとする自発呼吸下の換気

モードとして注目されている。今回、ドレ

ーゲル社製 Evita4に搭載された PAV(名称

は PPS: Proportional Pressure Support) 

が患者自発呼吸に及ぼす影響について呼吸

シミュレータを用いて検討した。

方法呼吸シミ ュレータはHansRudolph 

Icn製 Series1l01.BreathingSimulatorを
使用し、シミュレータ肺のコンブライアン

ス(C)と気道抵抗(R)を変化させ呼吸仕事量

の変化を検討した、シミュレータの設定は呼吸

回数 10回/mmとし、 1回換気量が6∞mlにな
るように庫鴎力力を調節した、シミュレータ肺の条

件は正常肺として C; 50 ml!cmH20+民;10
cmH20む蹴、低コンブライアンス高抵棚市とし

てC; 20 ml!cmH20+ R ; 20 cmH20/Usecの2

通りとした。

PAV(PPS)のアシスト設定はシミュレータ

肺の弾性値と抵抗値を入力し、理論上この値を

1∞%アシストとした。アシス ト割合(%)は

0%、33%、50%、80%と増加させ、アシス

ト割合に相当する患者呼吸仕事量(WOBp)

の軽減が得られるか検討した。次に

runaway現象の発生について、発生条件と

その特性を同じ肺の条件で検討した。

結果・患者呼吸仕事量はアシスト割合をO

→33→50→80%に増加させると、正常肺で

は 100→78.8→58.3→17.2%と減少し、低コ

ンブライアンス高抵抗肺では 1∞→68.8→46.5
→6.9%と減少した。正確で、はないがアシスト

割合に応じて患者仕事量は減少する結果と

なった。フローアシスト(FA)とボリュームア

シスト(vA)単独では、患者仕事量の軽減は

VAの方が大きかった。この患者仕事量の軽

減は低コンブライアンス高気道抵抗肺でも

同様であった。

runaway現象はアシスト割合を 100%に

近づける時に発生しやすくなる。100%では

ほぼ毎回発生する。80%以上のアシスト割合

でも runaway現象は発生しやすいが、発生
しない場合が観察され、再現性に問題が残っ

た。同様に VAもしくは FAのどちらかをの
みをそれぞれシミュレータのC値とR値に近
づけてもrunawav現象は発生しやすかった。

しかし、runawav現象は常に閉じ圧波形と

ゃいlじ流量波形をぷさず、オーバーシュー卜
の形は設定によって異なっていた2 また、典

型的なオーバーシュート波形が発つオーる以

前に、気道内圧および吸気流量が数呼吸不安

定になる現象が観察された。

考察:PPSはSeries1101シミュレータ肺

でみた患者仕事量を軽減したが、その補助

割合(比例割合)は正確性に若干の問題を残

す結果となった。しかし人工呼吸器側の因

子か、シミュレータ肺側の因子か、あるい

はその両者が影響したのかは不明である。

同様に runaway現象の発生にどちらの因

子が強く影響しているのかも今回の検討か

らは不明である。

しかし、再現性に問題があること、吸気時

の圧および流量が不安定になることの原因

の一つは、PPSのトリガ一信号の捉え方(SIN
比:信号/雑音)にあることが示唆された。す

なわち、アシスト割合が大きく、患者吸気努

力が少ない場合には、 SIN比が小さくなり、
runaway現象の再現性、吸気パターンに影響

を及ぼし易くなっていると考えられたc




